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(注) 平成23年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。平成22年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益については、潜在株式は存在しておりますが１株当たり四半期純損失を計上しているため記

載しておりません。 

  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 
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1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 162,738 △7.9 △1,418 ― △1,218 ― △1,649 ―

22年３月期第３四半期 176,634 ― △20,107 ― △18,522 ― △36,545 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △2 23 ―

22年３月期第３四半期 △75 31 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 2,150,399 89,422 4.1 110 10

22年３月期 2,216,213 43,018 1.9 87 83

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 89,197百万円 22年３月期 42,640百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ― 0 00 ―

23年３月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 213,500 △8.3 1,800 ― 2,000 ― 1,600 ― 2 11



  

 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 

  

    この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してお

りません。 

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により予想数値と異なる可

能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、四半期決算短信（添付資料）Ｐ.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】Ｐ.４「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

 (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

 (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

 (注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される

四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 812,271,779株 22年３月期 487,596,479株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 2,120,212株 22年３月期 2,119,108株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 739,313,906株 22年３月期３Ｑ 485,281,450株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

  

（参考）個別業績予想

  平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 204,600 △8.6 800 ― 800 ― 1,200 ― 1 59
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※ 当社では、後日ホームページにて、事業・業績に関する補足説明資料及び四半期決算短信の

英訳(要約版)の開示を予定しております。 

  

○添付資料の目次
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当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、外需や

政策支援により景気回復の兆しが見られたものの、欧州各国の財政不安等による海外景気の下振れ懸念

や円高及び株価変動による景気の更なる下押しリスクが存在するなど、先行きが不透明な状況のまま推

移しました。また、当社が属するクレジット業界では、利息返還請求への対処に加え、貸金業法の完全

施行に伴う総量規制や改正割賦販売法の本格施行への対応が重なり、引き続き厳しい状況が続いており

ます。 

 当社は、このような経営環境を踏まえ、収益力の改善と構造変革による筋肉質な経営体質への早期転

換を図るべく、10月１日付で事業本部制の導入による営業力の強化と間接部門の集約化による効率化を

目的とする組織改正を行いました。 

 当第３四半期連結累計期間における主な営業活動のうち、カード事業におきましては、引き続き事業

構造の変革による効率的なカード事業を追及するとともに、将来の成長基盤の構築に取り組んでまいり

ました。また、家電エコポイント制度に基づき特定の家電量販店でのカードご利用を対象とした「家電

はセディナ！キャンペーン」を９月15日から12月31日まで実施しました。これにより、当期間でのカー

ド決済金額が大きく伸張いたしました。なお、募集効率の改善と募集体制の見直しに取り組み、当第３

四半期連結会計期間末における有効会員数は2,310万人となりました。 

 信販事業におきましては、三井住友フィナンシャルグループとの協働を推し進め、この取組みによっ

て、10月に学校法人学習院をはじめ３学校法人と、11月には学校法人駒澤学園と、12月には学校法人立

正大学学園とそれぞれ提携し、学費納入者を対象とした「セディナ学資クレジット」を積極的に拡大し

てまいりました。また、12月には株式会社武蔵野銀行と提携し、教育ローンの保証業務を行うととも

に、京都中央信用金庫と提携し、住宅ローン利用者向け専用ローンの保証業務を行うこととなりまし

た。 

 ソリューション事業におきましては、ＥＣ決済分野における企業のニーズに応え、インターネット上

で口座振替の受付ができる「ＷＥＢ口座振替受付サービス」を積極的に展開するとともに、集金代行等

の委託企業向けに、ハンディ端末にキャッシュカードをスキャンすることで口座振替の受付が完了する

「ペイジー口座振替受付サービス」も営業強化し、集金代行ビジネスを推進してまいりました。 

  

 当第３四半期連結累計期間における営業収益は、包括信用購入あっせん収益が、メインカード化をは

じめとした利用促進施策により取扱高が順調に推移し、リボルビング残高が順調に増加したことから

48,804百万円(前年同期比13.6％増)、個別信用購入あっせん収益が、家電エコポイント制度の効果によ

り取扱高が一時的に増加したものの、消費者マインドが弱含みで推移していることから21,251百万円

(前年同期比19.0％減)、信用保証収益が、取扱高が減少したことにより12,018百万円(前年同期比6.1％

減)、融資収益が、貸金業法の完全施行の影響により取扱高及び債権残高が減少したことから56,197百

万円(前年同期比20.3％減)となり、営業収益合計は162,738百万円(前年同期比7.9％減)となりました。 

 営業費用は、昨年度に実施した希望退職による人件費の削減、抜本的なコスト構造変革への継続的取

り組みによるコスト削減、回収体制を強化し延滞債権の圧縮を図ったことによる貸倒関連費用の削減等

が図れたものの、業界を取り巻く環境及び今後の利息返還請求の動向等が不透明であることを踏まえ、

利息返還損失引当金を13,004百万円積み増したため、合計で164,157百万円(前年同期比16.6％減）とな

りました。この結果、営業損失は1,418百万円、経常損失は1,218百万円、四半期純損失は1,649百万円

となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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資産の状況につきましては、当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に

比べ65,814百万円減少し、2,150,399百万円(前連結会計年度末比3.0％減)となりました。主な減少要因

につきましては、包括信用購入あっせんの取扱高が順調に推移したものの、個別信用購入あっせん、信

用保証の取扱高が低調に推移したことにより、割賦売掛金が5,319百万円、信用保証割賦売掛金が

35,018百万円それぞれ減少したほか、総量規制の影響等により営業貸付金が53,877百万円減少したこと

によるものであります。 

  

 負債の状況につきましては、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に

比べ112,218百万円減少し、2,060,976百万円(前連結会計年度末比5.2％減)となりました。主な減少要

因につきましては、借入金の返済により、有利子負債が79,721百万円減少したこと、また、信用保証買

掛金が取扱高が低調に推移したことにより35,018百万円減少したこと、利息返還損失引当金が19,079百

万円減少したことによるものであります。 

  

 純資産の状況につきましては、当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度

末に比べ46,404百万円増加し、89,422百万円(前連結会計年度末比107.9％増)となりました。主な増加

要因につきましては、平成22年５月31日に株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを引受先とした第三者

割当による新株式を発行したことに伴い、資本金が24,999百万円、資本剰余金が24,999百万円増加した

ことによるものであります。これにより、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.2ポイント増の

4.1％となりました。 

  

通期の連結業績予想につきましては、貸金業法の完全施行に伴う総量規制や改正割賦販売法の本格施

行への対応など、引き続き厳しい経営環境が継続することが見込まれるため、営業収益は213,500百万

円、営業利益は当第３四半期連結会計期間に利息返還損失引当金を13,004百万円積み増したことから

1,800百万円、経常利益は2,000百万円及び当期純利益は1,600百万円となる見込みであります。 

 また、通期の単体業績予想については、営業収益は204,600百万円、営業利益は800百万円、経常利益

は800百万円及び当期純利益は1,200百万円となる見込みであります。 

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない
と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を合理的な方法により補正して貸倒見積高を算定
しております。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 

  

③法人税等の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する
方法によっております。 

  

① 資産除去債務に関する会計基準等 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３
月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３
月31日)を適用しております。  
 これに伴う当第３四半期連結累計期間の営業損失及び経常損失は23百万円減少し、税金等調整前四半
期純損失は217百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額
は463百万円であります。 

  

受取配当金は、従来営業外収益に計上しておりましたが、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間
より営業収益の「金融収益」に含めて計上することとしたため、前第３四半期連結会計期間と当第３四
半期連結会計期間で受取配当金の計上区分が異なっております。この変更は合併後の会計処理について
検討を行ったこと及び金額的重要性が増したことにより、従来の処理方法を見直し「クレジット産業に
係る会計基準の標準化について」(通商産業省通達60産局第291号)及び「信販会社の損益計算書におけ
る金融費用の表示について」(日本公認会計士協会 信販・クレジット業部会部会長報告)の趣旨に従っ
て処理することとしたことによるものであります。  
 なお、前第３四半期連結会計期間に変更後の方法を適用した場合、当該期間の営業収益は153百万円
増加し、営業利益は同額増加しますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありませ
ん。また、前第３四半期連結累計期間に変更後の方法を適用した場合、当該期間の営業収益は522百万
円増加し、営業損失は同額減少しますが、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影響はありませ
ん。 
  

③ 表示方法の変更 

(四半期連結貸借対照表関係) 

前第３四半期連結会計期間において、預り金に含めていた集金代行預り金は、前連結会計年度末より
区分掲記することとしたため、当第３四半期連結会計期間においては、集金代行預り金として計上して
おります。なお、前第３四半期連結会計期間の預り金に含まれる集金代行預り金は98,661百万円であり
ます。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

 ② 受取配当金の計上区分の変更
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(四半期連結損益計算書関係) 

１. 割賦販売法の改正に伴い、「総合あっせん収益」、「個品あっせん収益」として表示されていたも
のは、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より「包括信用購入あっせん収益」、「個別信用購
入あっせん収益」として表示することとしたため、当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結
累計期間においては、「包括信用購入あっせん収益」、「個別信用購入あっせん収益」として表示し
ております。 

  
２. 前第３四半期連結会計期間及び前第３四半期連結累計期間において、「雑損失」に含めていた「株
式交付費償却」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間及び当第
３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結会計期間の
「雑損失」に含まれる「株式交付費償却」は19百万円であり、前第３四半期連結累計期間の「雑損
失」に含まれる「株式交付費償却」は58百万円であります。 
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 155,409 138,588

割賦売掛金 819,101 824,421

信用保証割賦売掛金 664,443 699,461

営業貸付金 429,715 483,593

繰延税金資産 24,708 25,303

その他 55,703 56,051

貸倒引当金 △98,784 △111,987

流動資産合計 2,050,297 2,115,431

固定資産

有形固定資産 4,079 4,234

無形固定資産 32,681 32,856

投資その他の資産

繰延税金資産 18,451 17,776

その他 49,818 51,122

貸倒引当金 △5,329 △5,335

投資その他の資産合計 62,940 63,562

固定資産合計 99,700 100,653

繰延資産 401 128

資産合計 2,150,399 2,216,213

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 109,264 109,229

信用保証買掛金 664,443 699,461

短期借入金 318,602 297,837

1年内返済予定の長期借入金 241,027 335,577

コマーシャル・ペーパー 105,700 53,400

預り金 20,510 22,916

集金代行預り金 104,695 88,812

賞与引当金 748 2,120

割賦利益繰延 41,240 42,671

その他 37,630 25,846

流動負債合計 1,643,862 1,677,872

固定負債

長期借入金 334,753 392,991

ポイント引当金 6,609 5,885

退職給付引当金 6,040 6,033

利息返還損失引当金 59,014 78,093

事業移転損失引当金 7,900 8,500

その他 2,796 3,819

固定負債合計 417,113 495,322

負債合計 2,060,976 2,173,195
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 82,843 57,843

資本剰余金 66,059 41,059

利益剰余金 △54,298 △52,595

自己株式 △5,044 △5,044

株主資本合計 89,560 41,262

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △705 1,195

繰延ヘッジ損益 342 182

評価・換算差額等合計 △362 1,377

少数株主持分 225 377

純資産合計 89,422 43,018

負債純資産合計 2,150,399 2,216,213
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業収益

包括信用購入あっせん収益 42,952 48,804

個別信用購入あっせん収益 26,226 21,251

信用保証収益 12,806 12,018

融資収益 70,521 56,197

その他の収益 23,581 23,966

金融収益 546 499

営業収益合計 176,634 162,738

営業費用

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 35,662 26,853

賞与引当金繰入額 879 748

ポイント引当金繰入額 3,639 4,476

退職給付引当金繰入額 1,032 684

利息返還損失引当金繰入額 25,294 13,004

その他 109,843 97,513

販売費及び一般管理費合計 176,351 143,279

金融費用 15,739 16,367

その他 4,651 4,509

営業費用合計 196,742 164,157

営業損失（△） △20,107 △1,418

営業外収益

受取配当金 722 290

持分法による投資利益 71 133

その他 1,148 187

営業外収益合計 1,942 611

営業外費用

株式交付費償却 － 153

雑損失 357 257

営業外費用合計 357 410

経常損失（△） △18,522 △1,218

特別利益

投資有価証券売却益 4,808 469

負ののれん発生益 7,062 －

その他 262 45

特別利益合計 12,133 514

特別損失

貸倒引当金繰入額 9,895 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 237

割増退職金 12,058 －

その他 1,156 230

特別損失合計 23,109 467

税金等調整前四半期純損失（△） △29,497 △1,171

法人税、住民税及び事業税 601 430

法人税等調整額 6,393 0

法人税等合計 6,994 431

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △36,492 △1,602

少数株主利益 53 46

四半期純損失（△） △36,545 △1,649
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
 至 平成22年12月31日)

営業収益

包括信用購入あっせん収益 15,227 17,206

個別信用購入あっせん収益 8,504 7,195

信用保証収益 4,210 3,954

融資収益 22,597 17,404

その他の収益 7,625 7,741

金融収益 175 167

営業収益合計 58,340 53,669

営業費用

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 12,210 8,736

賞与引当金繰入額 879 748

ポイント引当金繰入額 1,049 895

退職給付引当金繰入額 273 228

利息返還損失引当金繰入額 － 13,004

その他 33,851 31,767

販売費及び一般管理費合計 48,264 55,380

金融費用 5,218 5,065

その他 1,509 1,515

営業費用合計 54,992 61,961

営業利益又は営業損失（△） 3,348 △8,292

営業外収益

受取配当金 316 63

持分法による投資利益 45 43

その他 48 49

営業外収益合計 409 156

営業外費用

株式交付費償却 － 55

雑損失 25 －

営業外費用合計 25 55

経常利益又は経常損失（△） 3,732 △8,191

特別利益

事業譲渡益 191 －

投資有価証券売却益 － 18

その他 － 0

特別利益合計 191 18

特別損失

固定資産除売却損 11 14

投資有価証券評価損 142 －

その他 51 2

特別損失合計 205 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

3,719 △8,189

法人税、住民税及び事業税 210 117

法人税等調整額 △15 22

法人税等合計 195 140

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

3,523 △8,329

少数株主利益 18 20

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,504 △8,350
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該当事項はありません。 

  

平成22年５月31日に株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを引受先とした第三者割当による新株式を
発行したことに伴い、資本金が24,999百万円、資本剰余金が24,999百万円増加いたしました。 
 この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金残高は82,843百万円、資本剰余金残高は
66,059百万円となっております。 

  

当社は、本日開催した取締役会において、株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットを完全親会社、当社
を完全子会社とする株式交換を行い、株式交換契約を締結することを決議いたしました。詳細につきま
しては、本日発表の「株式会社ＳＭＦＧカード＆クレジットによる株式会社セディナの株式交換による
完全子会社化に関するお知らせ」をご覧ください。 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(5) 重要な後発事象
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